
介護予防サービス計画書
NO.

利用者 様 認定年月日

１日 １年

サービス種別 事業所 期間

本人： ■有 □無

家族：

本人： ■有 □無

家族：

本人： ■有 □無

家族：

本人： □有 ■無

家族：

【本来行うべき支援が実施できない場合】

【意見】

【確認印】 令和　　　　年　　　　月　　　　日

氏名 印

各務原　花子 認定の有効期間 初回・紹介・継続 認定済・申請中
要支援１・要支援２ 地域支援事業

計画作成者氏名 委託の場合：計画作成事業者・事業所及び所在地（連絡先）

具体策についての

意向　本人・家族

担当地域包括支援センター 　　○○地域包括支援センター

計画作成（変更）日　　令和　　年　　月　　日（初回作成日　　　　年　　　　月　　　日）

目標とする生活

朝・昼・夕の食事が、美味しく食べられるようになる。 １年間頑張って、リハビリやわくわく教室に通い、健康な体になる。

運動・移動について 膝痛の影響があり、歩行状態が不

安定なため、外出の頻度も少なく

閉じこもりがちな生活になってい

る。この状況が続くと、活動性が

低下し、さらなる閉じこもり生活

の助長が心配される。

目標:膝の痛みを緩和さ

せ、週に１回以上は外出

する機会を持ち語らいの

場を得ることで、体を整

える。

具体策                    ①膝

の痛みに関して主治医と

相談し整形外科への受診

を考える

①コミュニティバスを利

用して、公民館のわくわ

く料理教 室に参加する

②週に2回、Eﾃﾞｲｹｱセン

ターに通う。

閉じこもりがちな

毎日については自

分でも、これでは

いけないと感じて

いる。迎えにきて

もらってリハビリ

ができるのはうれ

しい

膝の痛みを緩和さ

せ、週に１回以上

は外出し、語らい

の場を持つことで

体を整える。

アセスメント領域と現在の状況 本人・家族の意向・意欲
領域における課題

（背景と原因）
総合的課題

課題に対する目標と具体

策の提案

・各務原さん

は、わくわく料

理教室で、お好

み焼きのコツを

教える準備を行

う。

・Eデイケアで

は、頑張って他

の参加者と話を

してみる。

・主治医と相談

して整形外科の

受診を考える。

・各務原さんの心

身機能を評価し、

より適したリハビ

リプログラムを考

える。膝の痛みへ

の対応を検討する

・呼吸に関するリ

ハビリプログラム

についても提示を

行う。

介護予防通所

リハビリテー

ション

Eデイケアセ

ンター

目標

支援計画

目標についての

支援ポイント

本人等のセルフ

ケアや家族の支

援、インフォー

マルサービス

介護保険サービス

または

地域支援事業

病状が進行しな

いように留意

し、各務原さん

のペースに合わ

せ、相談しなが

ら進める。

・病気に関する

ことはＢ訪問看

護ステーション

の看護師に相談

する。

・毎日の生活に

関してはＡ訪問

介護事業所のヘ

ルパーと相談し

一緒に行う。

・小牧さんの病状

を把握し、主治医

等との連携を図

る。

・出来る所は任

せ、さらには出来

る事が増えるよう

な関わりを持つ

膝に痛みがあり、歩く状態が不

安定。何も捕まらずに、歩くこ

とが困難。杖やシルバーカーが

必要。長い距離は歩くことがで

きない

転ばないように気を付けてい

る。膝の痛みが強く、ここの

所、歩く事が大変になってきた

ので、外出回数が減った。で

も、できれば昔のように外出を

してみたい。

膝に痛みがありその

影響から、運動・移

動が困難になってき

ている。外出の回数

も減り、以前に比べ

て、閉じこもりがち

な生活になってい

る。
出来るだけ希望どおりの生活を

送ってもらいたいが、このま

ま、ひとりの生活が出来るのか

心配している。

日常生活（家庭生活）について 食欲の低下、清潔な住環境の整備

ができない等、間質性肺炎への予

防的な対応が取れない事が、各務

原さんの生活機能を低下させる心

配がある。

膝の痛みに留意

して、各務原さ

んに無理のない

ように、さらに

は安全に外出が

できる環境整備

に配慮する。

介護予防訪問

看護

総合事業訪問

型サービス

Ｂ訪問看護ス

テーション

Ａ訪問介護事

業所

膝の痛みから、立ち上がり時に

ふらつく、立位が不安定等もあ

り、掃除等の家事全般が困難。

掃除機の使用が難しくなってき

ており、居室内の整理整頓が出

来ない。最近は食欲も低下し服

薬のために食べている状況。入

浴は、シャワーのみである。

掃除が出来ない事が一番辛い。

昨年、肺炎を患ったので、でき

るだけきれいな環境で過ごした

い。食事の準備も行うが、最近

は食欲がない。

膝痛の影響もあり、

掃除に限らず、生活

全般において支障が

あると思われる。ご

主人の他界に対し、

気持ちが整理できず

食欲が低下している

様子。低栄養の予防

が必要。

食事の事を一番心配している。

何とか出来ているので、このま

ま、頑張って欲しい。

目標：病気を悪くさせない
よう、毎食きちんと摂るなど
の生活習慣を取り戻す。
具体策：日常生活における
食事や掃除に関して生活
援助の専門家である訪問
介護員の援助を受ける。病
状に関しては、医療の専門
家である訪問看護に相談
できる環境を整備する

呼吸が苦しくなると
何も手につかない。
心配も多いので看
護師さんに相談で
きるのはうれしい。
独りなのでﾍﾙﾊﾟｰさ
んと一緒なら調理も
頑張れるかもしれな
い。

病気を悪くさせな

いよう毎食きちん

と摂るなどの生活

習慣を取り戻す

商店街の人と少しは話しをする

が、体が疲れるので、ここの

所、家の中にいる事が多い。

たまに近くの神社まで散歩をす

るが最近は回数が減っている。

人と話をすると気がまぎれると

思うけれど、出かける事がしん

どい。

自宅から外出する事

が、膝の痛み等身体

的な事柄と、気持ち

の上でも難しくなっ

てきている。
できるだけ顔を出したいが、夫

の仕事を手伝っているので、時

間がない。このまま、閉じこ

もってしまって気持ちが外に向

かわない事を一番心配してい

る。

社会参加　対人関係

コミュニケーションについて

何とか近くの診療所まで通って

いる。

膝が痛く、歩くことが辛くなっ

てきた。近いけれど通う事が大

変になってきた。

現在は、自力で徒歩

にて可能であるが、

膝の痛みや持病であ

る間質性肺炎の影響

もあり、今後、難し

くなる可能性があ

る。なんとか頑張って通院して欲し

い

健康管理について

基本チェックリストの該当した項目／質問項目数をお書きください

健康状態について　□主治医意見書　健診結果　観察結果等を踏まえた留意点
総合的な方針：生活不活発秒の改善・予防ポイント

妥当な支援の実施に向けた方針
各務原さんの住み慣れた各務原市での生活が、長きに渡り恙なく続けることがで

きるように、関わる職員全員で応援をさせていただきます。
症状は、安定しているが、今後、呼吸苦など出現しADLが低下する可能性もある。

計画に関する同意

運動不足 栄養改善 口腔内ケア
閉じこも

り予防

物忘れ

予防
心の健康

地域包括支援

センター

上記計画について、同意します。

，５／５ ，１／２ ，１／３ ，１／２ ，０／３ ，４／５


